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　近年，国民生活や社会情勢の変化にともない，疾病　　　と問時に，人間は自然に働きかけることによって，自

像も変化し，医学および医療の方法論も変革を余儀な　　　然環境を変えたり，ときには破壊的な結果をもたらし

くされてきた。現代社会の特微として，多くの事象が　　　たり，新しい形態を創造したりする。たとえば工場の

ばらばらになっていて，つながりがなくなっているこ　　　有害排出物は，人類だけでなく他の動植物までも侵し

とがあげられる。医学の分野でも，その例外ではな　　　はじめ，山林の乱伐や道路の建設がところによっては

い。伝染病のように既知の単一な要因によって，特定　　　地表に危険な侵食作用をおこしている。

の単～な疾患が生ずる時代より，複雑多岐な多因子に　　　　人類はその科学技術の急激な発展と英知なき濫用に

よる多疾患の発生の時代に移行し，疾病の因果関係探　　　よって，かってない危機を迎えた。食物の不足は人類

究のためには，人類生態学的あるいはclinic。一一eco1。一　　の半数を飢えさせ，成長期の児堂の心身の発達にも影

gicalな観点よりみた社会生物学的な要因探索のap一　　響を及ぼしている。生物の種が生き残っていけるかど

proachが必要となってきた。ミクロ医学ともいうべ　　　うかは，まわりの環境に適応していけるかどうかによ

き臨床医学とともに，マク四医学としての公衆衛生学　　．って決まる。昔は人類自滅の道として疫病，戦争，飢

的，人類生態学的方法論の確立が必要である。個々の　　雌の3っがあげられたが，今日では環境汚染，人口過

患者の病態を診断し，治療する段階にとどまることな　　　多，貧困があげられている。年間石炭23億トン，石油

く，地域病態生理学的，生態学的接近も含めたマクロ　　　22億トン，天然ガス1〔億トンが燃やされて，熱光な

医学へと発展をはからねばなるまい。そのためには，　　　どエネルギーを生産するとともに大気を汚染し，健康

全国画一的な医学ではなく，地域特性を重視し、地域　　　をむしばんでいる。

に密着した，住民主体的で，包括的なhealth　careを　　　　地球」二に原始蛋白が合成され，長い年月かかって現

主眼とし，病気の側のみでなく，健康の側からも，人　　　在の人類まで進化してきた過程中，常にその環境は動

間を把握していく，綜合医学的方法論を用いねばなる　　　的に調和を保ちつつ変化してきた。強大な自然の影響

まい。　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　のもとに生物は反応し，調和し，適応し，進化してき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。安定した生態系の流れの中に自ら生き，種を保存

　　　　　　自然生態系と人間生態系　　　　　　　　　してきた。閉鎖系である地球では，生態系の流れの工

　人類は，その順応過程によって，空気，水，土地そ　　　ネルギーはそのほとんどを太陽から仰いでいる。地上

して生存している場所のすべての生物とバランスのと　　　の緑色植物による光含成によって地球上に固定された

れた状態をつくるc，このバランスが健康につながる。　　　Xネルギーは，一定の連鎖の中を循環して，順調な生
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態系の流れを，より安定なものとしている。　　　　　　恒常的なコソディショソを保持しつつあるものとみて

　しかし，そこにある汚染物質が多量に産出される　　　よい。こうした自己制御系としての自然を認識し，生

　と，その処理能力が不十分となったとき，環境汚染　　　態系とよぶようになったのは，つい最近のことであ

が成立する誇や地球は，最近50年1湖の変化をみる　る．燗は燃の生態系の一構噸素として・地球上

と，人的活動がなかった場合の変化の500倍の速さで　　　に出現したが，その後の人間生活は，地球生態系のな

汚染されつつあると計算されている。人類の活動は，　　　かに半独立的な部分系を形成する方向に発展してき

汚染物質を多量に産出し，生態系を破壊し，ひいては　　　た。巨大都市という名の人間の密集生活空間に至って

自らを滅亡させようとしている。物質の循環の立場か　　　は・自然にはまったく存在しなかった，特有な物質代

らみれば，ある生態系のある生物が産出する物質は，　　　謝・エネルギー代謝のパターンを持ち，自然から独立

次の生物の資源となりうるというのが生態系の原則で　　　したシxテムへと発達した・このような純入間生態系

ある。ここに汚染物質のような場違いの資源が放出さ　　　が・現在の発達方向のままで，自然生態系と調和し

れるときには，生態系はfeed　back的に阻止作用を　　　て・新しい地球生態系の秩序を完成しうるかどうかは

示すことになる。環境問題を考えるとき，人間も含め　　　全くわからない。地球生態系の弾力性はこの異質な部

た生態系のバラソスを中心とし，環境汚染を臼然の復　　　分系をつつみこんで・なんの違和関係もおこさないほ

元力の範囲内にし，他の生物の適応しうる遽度内にと　　　ど大きなものであるかも知れない。あるいは，人間が

どめ，汚染物質の循環経路を確保し，再利用をはかる　　　人間生態系の機構にたえず手を加えて’　ill然生態系と

よう努力すべきである。　　　　　　　　　　　　　　　の間の矛盾を修正してゆかねば，やがては人類の活動

　生態系の破壊が資源の枯渇によるばかりでなく，liz　　　が全地球生態系の崩壊・したがって自身の減亡をまね

地と水と空気との経済を調節している自然の輪廻の中　　　くかもしれない。

断によっても起り得る。医学が健康な入体をよりよく　　　Hippocratesは，「正しく医を盤1むために行なうべ

理解することによって，病気をもっと構造的に取扱う　　　きこととして・まず第一に年ごとの季節とその影響を

ように変ってきたのに似て，環境問題も社会病理だけ　　　考えよ。風慰さ，暑さ，とくにいずこにあるもの，

でなく，正常な社会パターソの認識からはじめられ　　　地方特有のものを考えよ。はじめての町では・その方

る。生態系の中に植物や他の動物とともに人問も含め　　　位，風向き，日の出を考えよ。風，寒さ・暑さ1よ・南

ることの理論的根拠として，環境に対する人間の反応　　　北により，日の出，日没により異なるものであるn用

と，環境への人間の影響力との明らかなことがあげら　　　いる水には細心の注意を払うべし。湿地の軟水か，岩

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多き高所よりの硬水か，塩多く，煮たきに不向きかを

　健康な生態系を作り出すためには，初期の医術が，　　　考えよ。土地については，草木なく水に乏しきか，樹

現われてくる症候を処理し，治療し原因を究明してい　　　木に富み，水多きか，狭き盆地か，寒き高所かを考え

ったように，広汎な知識と技術と協同的システ！、をも　　　よ。そしてそこに住む人々の生活を見よ。いずれをな

って，生態系を治療し，根本の障害原因をつきとめる　　　りhいとするか・多飲・暴食を好むか，怠惰か勤勉か

よう努力せねばならない。生態学は生命と環境とを取　　　を。」と記載している。このように健康に対する環境

扱うアブP・・一チであるが，人類が自然過程の峻厳な諸　　　の考え方は古来より重視されてきた。SchiffereSはt

パターソに順応しそこねないよう，生物群集が何百万　　　環境保健とは，人間の身体的，精神的，社会的な安寧

年もの歳月を生き抜いてきた開放式安定系を目指し　　　に対して，悪影響を及ぼしたり・また及ぼす可能性の

て，人間共岡体も進むべきと思われる。　　　　　　　　　ある人間環境のすべての要凶を予防することを推進し

　自然はひとつの精妙な系（システム）である。それ　　　たり探究したりする新しい科学分野であると述べてい

を構成する無数の生物・無生物の間には，たえずエネ　　　る。環境保健と人類生態学的方法論とは共通するとこ

ルギーと物質の流れが存在する。その流れは，情報伝　　　うが多いが，環境と健康との接点の存：（1三を強調・探究

達系としても作用し，構成要素間の関係に秩序をあた　　　し，人間の意識と行動を包括したものである。

えると同時に流れそ0）ものを制御している。このメヵ　　　　尽きることを知らない人間の慾盟は，さらにより経

ニズムは，基本的には，生物のからだや，人間の造り　　　済的に豊かで，人間だけが快適に生きていけるような

出す工学的な自己制御系と変わらない。自然は，mri’定　　　坐活環境の改善を目指し，より莫大な工場製品の生産

の枠の中で絶えず変動しながらも，基本的にはかなり　　　や，都市の発達，自勲ミの開発を同指して一努力してき
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た。生活環境の向上のためには，森林を伐り払い，焼　　　の導入が必要とされている。経済成畏に伴う自然破

きつくし，邪魔物は殺し，化学物質の大量使用はさら　　　壊社会環境の悪化は，全世界が直面する共通の試練と

に，より速効性で強い効果を示す新しい物質の発明や　　　なっている。本年ストックホルムで開かれた，国際人

実用化に努力が進められてきた。しかし人間の本質的　　　間環境会議も国際間の連携と合意でこの環境悪化を防

な共存者の消滅E「1然環境の多様性の圃一化生物社　　　こうとするものである。とくにわが国の場食は，狭い

会の貧化といった環境破壊にも意を注く“べきである。　　　国土の中で，民間設備投資を中心として，産業の璽化

有限の地球上に、人間だけでなく，数多くの動植物と　　　学工業化が急速に進んだために，11堺でも稀れにみる

の共存と調和をはかり，自然生態系の保全に努力せね　　　早いテンポで，環境が悪化していることは周知の事実

ば，人間の健康も保ちえない。　　　　　　　　　　　　である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境破壊に関しては，日本は第一級の先進国であ
　　　　　　　　　　環境汚染　　　　　　　　　　　　　　り，来来国家的存在である。地球の人口収容力の物理

　人間集団が，自然生態系との間にひきおこした最初　　　的限界は，たぶん現在の人口36億人の10倍程度だろう

の違和関係の一一つは，大量の代謝物一ごみ，尿尿・　　　と試算されている。それは丁度いまの日本の平均人P

下水などの排拙であった。しかしまわりをとりまくEl　　密度と同じくらいである。これだけの人口密度が，主

然に対して，その集団の排出量が小さければ，この違　　　として，第2次，第3次産業に依存して保たれている

和の解決は自然生態系にまかせておけばすんだ。し　　　国は他の諸国に例を見ないものである。日本における

かし自然生態系のもつ弾力性一一平衡状態への復元力　　　環境破壊はそれだけの物理的根拠がある。いわば，い

一の典型的パlt　・一ンともいえる，大気や河川の自浄　　　ままでの技術交明だけの，暴走面を実験的に未来に向

作用には，白ら限界がある。都会が大きく排出量が過　　　って，延長した状態ともいえよう。新しい科学技術が

大となって，川の自浄作用にまかせきれなくなった　　　もたらす利益だけでなく，その危険性にも注目せねば

時，人間は下水処理の技術を発明した。下水宋端処理　　　ならない。科学技術の社会f≧般におよぼす効果を事前

場のプールには，自然の微小な分解者たちが生存し，　　　に予測，評価し，これらの再点検を行ない，その悪影

人工的に吹きこまれる空気の助けで大繁殖し，自然の　　　響を排除するといったテクノロジー・アセスメソ1・が

河水中の数10倍の速さで汚物を処理してくれる。自然　　　必要である。大量生産，大量消費の傾向は生活を便利

生態系の一部をきりはなして人間生態系の中に織り込　　　に豊かにしたかもしれないが，物を大切に使うこと，

んだという点で，下水処理は，自然利用技術として　　　人間尊重，健康優先の考えを重視されるべきであ為。

は，最も進んだ段階にあるといえよう。しかし工業の　　　新しい物質の使用にあたっては，経済優先の考えでは

発達は事態をさらに変えた。自然には高濃度には存在　　　なく，健康障害のおそれなきかを優先すべきであり，

しない無機化合物や，全く存在しなかった有機化台物　　　慢性毒性のみならず，発癌性や催奇形性，突然変異誘

がどんどん増加してぎた。それが終末処理場の能率を　　　発性などの毒性を調査研究してより用うべきである。

妨げ，処理不充分のままで放流された下水は1川の生　　　ローマクラブは，1968年4月に，ロr－・　’？市におい

物を減少させて，自浄作用をいちじるしく低めてい　　　て，lll：界25ケIIミ1，約70人の経済人と科学着等，　Hy一

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gienistも含むいわゆるOpinion　Leaderが集ってで

　科学技術の無限の進歩を信じる限り，人間生態系が　　　きた国際的な未来研究団f4‘であるが，このクラブが，

いつかは自然のシステムから完全に独立でき，また，　　　Massachusettes］二科大学に依頼して行なったcom一

どんな自然系でも人工のシステムにおきかえられると　　　puterによる理論計算による成畏の限界の報告書によ

いった考え方から，畠然と人間との関係に関する技術　　　れば，2000年には地球の汚染1よ現在の10倍になると警

主義的な楽観論が生ずる。人工系内における矛盾一　　　　告している。3つの大量死の危険として，1つは核兵

たとえば，有毒代謝産物によるll・1家中毒ともいうべき　　　器使用による瞬間的な死，1つは自然環境の悪化によ

公害を除くべきであり，自然生態系との違和関係にっ　　　るなしくずしの死，もう1つは，社会環境の悪化から

いて対策を講ぜねばならない。公害の未然防止と環境　　　くる人間の精神的な荒廃，これらは人間自らまねいた

保全をめぐって環境アセスメソトという技術的アブP　　　ものといえよう。不快感と緊張感が全世界を被いつつ

一一 `への努力が進みぱじめている。　　　　　　　　　　あり，経済成長と技術進歩が進んでゆく過程で根深い

　わが国でもこれからの産業政策には，生態学的硯点　　　不安の兆候があらわれている。ローマクラブの設立者
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であるPecceiは，人類の危機について，園境を越え　　　ロ，経済の幾阿級数的な成長カミ，必らず地球の有限の

たテクノクラートの協力による作業の必要性を強調　　　スペース，資源，生命の維持能力の壁にぶつからざる

しさらに人間はたえず新しさを求め，可能性に挑戦　　　をえないこと，しかも幾何級数的成長の性質から飽和

することによって女明社会を推進させてきたが，こう　　　点に達する時期は，ある段階からおそらく近い将来一

した人間努力そのものが，環境破壊を招いており，社　　　挙にやってくるであろうと，ロ　・一・’？クラブは警告して

会利益iといった価値判断と無関係に科学・技術を推進　　　いる。現今，世界政治の重要課題として，Pollution，

できないであろうと述べている。Ridgewayも生態学　　　Population，　Povertyの3Pをなくすことがあげら

こそがs社会を再編するための安全で台理的な手だて　　　れているe顕著な公害病には関心がもたれるが，環境

であり，生態学は工業化以前の古きよき昔に対する熱　　　の変化による慢性的な健康異常には医学の手も届かな

情を呼びさまし大自然のS・ところに抱かれた人閻へ　　　い。化学物質による人間の健康に及ぼす可能性，慢性

の回帰を迫り，そして科学・技術の進歩が汚染問題を　　　の遅発生の中襟と加令との関係，蓄積性や生体濃縮性

も解決するはずだと述べている。汚染防止という考え　　　の問題など未解決の点が多い。

は，工業生産に歯止めをかけるためではなく，むしろ

それを確実にすることを目的とし，汚染制御は工業の　　　　　　　　　　　　環境と健康

発展に不可欠であるe　　　　　　　　　　　　　　　　　人間は環境によって創られると同時に，環境の形成

　1970年に科学技術庁が行なった，科学技術に対する　　　薪でもある。今日の人類の繁栄は，長年にわたる進化

国民の要塾調査によると，策1位が死亡率の高い脳卒　　　と創造と環境への順応によってもたらされた。自然環

中やがんなどの治療公審病の予防，病気の早期発見　　　境の一部であった人間が，その英知と特性によって，

法など，直接人間の生命に関する医療問題であり，第　　　人工環境を作り，独白の祉会と丈化をうちたて，これ

2位は大気汚染，水質汚濁，騒音などの公害対策，食　　　にょって安全で，健康，能率，快適な人間生活を創造

品や農薬対策，交通対策などの生活環境問題であるt，　　　してきた。われわれの健康は，遣伝と環境とによって

せまい国土に急速な工二業化が行なわれ，経済優先の施　　　　展開し発展されるが，白然環境，さらに一一層大きく影i

策と考え方が，多くの日木人を半分健康といった状態　　　響している人工環境は，人間の幸福，基本的生存権の

に追いやり，その結果として，国民の要望が，科学技　　　享受のために重要である。伝染病などの急性疾患の減

術の進歩の半面に生じた一；rイナスへの科学技術の対応　　　少とともに慢性，非転染疾患の増加を招来した。単凶

を求め，医学および医師に対する期待と要銀が多く寄　　　子にょる単疾患から，多因子多疾患のマトリヅクスの

せられたものと思うn　　　　　　　　　　　　　　　　動態と取組まねばならない時代となり，疾病の原因探

　近代国家の特徴として，工業の発展にともなう人口　　　究のためにも，生物学的病因や社会環境とともに，物

の都市集中と工業化が行なわれ，都市住民の生活環境　　　理化学的因子も重要となってぎた。そしていろいろの

を汚染して・佐毘の生活を恥快ならしめ・健康にも影　　　物質に対して最も敏惑な生物は人間であり，また最も

響を及ぼしてきた。このような公害に対して，園民意　　　順応できる能力をもつ生物も人間であるといえる。

識の融りから，経済優先のGNP（駅総生産）か　　糊　樋は渦地的環境繊よ暁地球醐模の開

らGNH（国民総纈祉）へと転換期を迎え，テクノロ　　題となり，環境汚染の脅威がひろがってきた。今や環

ジー・アセスメソトとか，ゼロキストとか，成長ゼロ　　境の保全と改善が，全世界の緊急寓となってきた。人

などの雷葉や，P一マクラブの警告などが本年にいた　　　間はたえず経験を生かし，発見し，創造し，進歩を続

って数多く出されている。昨年度の科学技術白書をみ　　　けなければならない。科学および技術によって、子孫

てもtこれから開発すべき新しい分野として・環境間　　　のためにも，人類の必要と希豊に合せて，周囲の環境

題鰍のための科学技術，社鋼手象の総合1筋析の　を，｛糠を中心として変軋ていかな圃しばならない

soft　science，生命現象を解明する1ife　scienceの3　　　時にきている。科学技術の進歩は，人間に環境を変革

点をあげている。いまやHiPPocratesの昔より重視　　　させる力を与えた。うまく活用すれば，この力＆ま人類

されてきた，環境と健康との関係をよく把握している　　　に恩恵を与え，生活を向上させるけれども，もし誤っ

医師の責務が璽視されてきた。そして，本年6月には　　　て不注意に用いるならば，同じ力は人闇環境に対し，

国連人聞環境会議が開かれ，11と界の人々によって，か　　　大きな害をもたらすことになる。そして今や地球上の

けがえのない地球の保護が誓い合われたのである。人　　　多くの地域で，人工の害が増大し，生態学的アソバラ
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環境問題への人類生態学的接近

ンスを来たしつつあることを知り，歴史上の転換期に　　　済対策の充実，治療法の確立，資金調達，生活関連資

到達した。Dubosは，その著“So　human　an　alli一　　本の整備，公害防止対策の広域化，土地利用の適正

ma1”で，現在われわれをとりまく事態が，このまま　　　化法令制定国際組織など，総合的な施策を講ぜね

続くならば，世界の人口の半分が医者，看護婦ないし　　　ばならない。

精神科医となって，他の半分の人達の病気とノイロー

ゼの治療にあたらなければならなくなるだろうと述べ　　　　　　　　公害は何故おこつたか

ている。環境破壊と人間疎外をくいとめ，人間の自然　　　　それは産業の急激な発展に，衛生学的対策が伴な

環境との調和的共存をはからなければならない。環境　　　わなかったためと思われる。公衆衛生の進歩，社会保

からの検討を進めていくと，健康閣題がでてき1疾患　　　障の進展環境の改善衛生教育の普及，栄養の改善

を掘ザドげていくと，環境問題にぶつかる。自然環境　　　など，園民生活水準の向上によって，死亡率の低下，

を人為的な汚染によって，自然のサイクルを乱し，公　　　長寿命，高度教育社会を招来した。しかしこれらは経

害病を発生させた。これに対しては新しい病気に対す　　　済優先で，生産技術開発に主力が注がれ，安全性の確

る考えと解決方法を用いねばならないと思う。そのた　　　認とか，有害性の探索，ことに慢性毒性や催奇形性の

めには，人間，環境，組織テクノロジーの4つの相互　　　研究などは甚だ遅れていた。非経済財である空気と

作用を把握し　1人1人の患畜に対する脇床医学的ア　　　か，水とか，人間の心などに対して，ないがしろにさ

プP一チとともに，集団を対象とする疫学的研究が重　　　れていた。そして健康優先，生命尊重の考えが，産業

視される。個々の患者では，つかない診断も，集団の　　　の発展に最も寄与するところの大きいことを忘れてい

かたよりとしての把握により診断されることもあり，　　　た。

また慢性疾患ないしは難治疾患の治療と予防において　　　　また一方，産業の発展が，産業廃棄物による大気，

は，そのsubclinical　stateからの把握が第一義的手　　　土壌，水の自然浄化力の限度を越え，ときによると今

段となる。そして公害病に対しては，医学的生態学の　　　まで自然界になかった新らしい合成物質を，技術開発

立場に立って，追究していく必要があると思う。人間　　　によって生産し，自然の力では分解できなくなってぎ

と環境との関係を明らかにして，健康を保持増進しよ　　　た。1960年以降の急激な経済成長は，大規模な産業社

うとする環境医学が重視される。とくに大気汚染は被　　　会を形成し，物質的な豊かさや，便利さを増した反

害人口の大きな点より，また生命維持の基本でもある　　　面，産業活動の巨大化，人口の都市集中，消費生活の

：とより考えて，最も重視さるべき問題である。大気　　　高度化をともなってきた。このような工業化，都Tli

は地球の保護者であり，そこに生存する生物を保護し　　　化老令化の社会変化の結果，公害病や職業病の増加

ている。大気は無尽蔵とはいえず工業化・都市化の　　　がみられ，人間と環境を生態的にみる新らしい医療体

進んだ今日では，人間の諸活動により，破壊的な影響　　　系が必要となってきた。

が及びはじめている。生物をとりまく環境のなかで，

大気はもっとも破壊されやすく，しかも相互依存性が　　　　　　　公害に対する医療関係老の取組み

高い。そして大気の汚染は生物の適応能力を蕉いと　　　　狭い国土に，めざましい工業の急速な発展があった

る。環境を1，i，］らの目標に添うよう改造しながら，白ら　　　ため，住民は公害の事実を認識して，快適で健康な環

の世界を造り出し，社会を適切に管理しようとする努　　　境の中に生活を求めるという強い意慾と，かたい協力

力は，人間に生来備っているものである。今や疾病と　　　とが必要であり，医師のリーダrシップとチームワ…

の斗いの時代から・健康と環境との調和を求める時代　　　クが期得される。末知の原因による健康障害が増加し

へと移行してきている。環境と人閲との関係は，たえ　　　ている今日，これに対する原凶究明と，住民の不安解

まなく変化しており，たえまない努力と制御とを必要　　　除と救急措罠とのために，医療関係音は専門チームを

とする。そのためには，目的の確5’1：，爽態の把撮政　 作って取り組まねばならない。

策の策定，法的規制，自然環境保砧環境アセスメン　　　環境に対する健康上の心配にたえずおびえている現

トの手法開発住民保護，安金141の確保，技術煮の教　　　代人に対して，正しい知識を与え不安を除かねばなら

育養成，衛生教育の徹底，環境基準の設定，監視測定　　　ない。環境問題をめぐる社会現象について，医学の側

体制，サーベイラソスのシステム化調査研究，，測定　　　から教育的アプローチと医療サービスとを，住民・企

方法の標準化，測定機器の開発，情報交換，被害者救　　　業・行政と一緒になって問題解決のために，その技術
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を提供すべきである。そのためには，まず国民の健康　　　＝ニケーションを通じて得られる経験としての心理酌

保持を最優先とし，発生源をおさえて，被害を未然に　　　社会的環境，生活様式などの丈化的人工的環境であ

防止することが必要である。公害病ではその多くが不　　　る。

可逆的障害であり，その回復に医療技術的に容易でな　　　　また影響を受ける側にも複数の要因がある。たとえ

いものがある。実態把握，早期発見適切な処置とい　　　ば，汚染物質が存在しているのに，すべての人に影響

った，よりよい健康状態を保つように指導する働きか　　　が出ないとか，少数の人だけに出るのはおかしいとい

けが必要とされる。　　　　　　　　　　　　　　　　　・った考え方は誤りである。病弱壷，老人，小児，アレ

　自然抵抗力を高め健康水準を高めて発病以前に防止　　　ルギー素因者などへの影響に注目すべきである。人闘

し，impairmentの代儂的調節のでぎる，可逆的なう　　　はある環境要因にまったく岡じように反応し，まった

ちに治療する。α1－antitrypsin低下者とか，副轟腔　　　く同じ影響が出現する唖，のではない。人間は，その生

炎，編桃炎を有する者，喫煙などの疾病悪化因子を取　　　命を正しく維持するために外環境・内環境および精神

り除くことも大切である。　　　　　　　　　　　　　社会環境が互いに調和を保っていなければならない。

　．Huymaliの健康と病気との生態的模型によれば，　　　一一っの環境の歪みが他の環境にも影響していく。因果

健康一良好状態一半健康一小さな病気一大きな病気一　　　関係を知るためには，発摘する前からその因子が作用

命にかかわる病気一死と7分類している。病気の医学　　　していること，因子の作用鍛が大きいほど罹患廓も大

から脱却して，少なくとも半健康も包含しさらに金　　　きいこと，囚子がなくなると罹患率が低くなりまたは

入間的視野に立った医学的方法によらなければ，公審　　　なくなること，その因子が原因として作用するメカニ

と取組むことがでぎない。匡民の健康の担い手として　　　ズムが生物学的に説明されることがあげられる。原因

の医師にとって，環境問題は無関心たりえない重大事　　　物質が生体内より証明されることも確定には役立つ。

である。医療関係者は1自身のみならず子孫のために　　　環境汚染の影響として，壷・反塩関係も璽要である。

も，人類の必要と希望に歩調を合わせた環境で，より　　　濃度×時間で影響の程度が決定されることもあるが，

よい生活環境を達成するための先職皆であらねばなら　また反面洞一物質でも，その濃度1・より急性症状と

ない・　　　　　　　　　　慢鰭状とが異る場合もある．人体影響と環麟件と
　大気汚染対策に例をとっても，浮遊粉塵，硫黄酸化　　　の総合的把握が人間環境対策として重要である。

物一酸化炭素などに対しては，＋一応の効果をあげつ

つある。エネルギーの大量消費は，大気の化学的組成　　　　　　　　　　長野県における爽例

を変え，地球の生態系のバランスにも影響してきた　　　　日本における公害事件は，足尾銅山鉱毒寮件を1よじ

が，その汚染の原因を取り除くことにより，白然はま　　　め，水俣病，阿賀野川水銀寧件，イタイイタイ病，四

た大きな回復力を示してくれる。このかけがえのない　　　田市喘息，製紙ヘドロ，瀬戸内海汚染，光化学スモッ

地球を救いうるものは人間の頭脳と努力をおいては他　　　グ，PCBおよびBHC環境汚染，粉乳砒素中巌，ラ

にない。環境汚染は資源のむだ使いと認識され，廃棄　　　イスオイルPCB油症，航窒機騒音，サリドマイド奇

物の再利用は汚染制御の最も効果的な方法である。　　　形児，Subacute　Myelo－－Optico　Neuropathyなどが

Michenerは，環境の醜悪化を防ぎ，環境を保全する　　　みられた。

努力として，生活の改善，人聞関係の調墜，環境保　　　　長野梨においても，諏訪湖1千曲川・天竜川の窟栄

存・教育・コミ＝ニケーション，人口増加に対する対　　　養化諏訪・大町・塩尻・阿智の工場煤塵，交逓渋滞

策，制度の改革などを提案している。　　　　　　　　　交差点の白動箪排出ガス，長野・中野・小布施のCd

　大気汚染の影響は，まず主観に始まり，住民のi1ll：観　　　土壌汚染，建設現場の騒音・振動，畜産団地の悪臭，

が時にはもっとも正しい診断であることさえある、し　　　農薬汚染，食品添加物，薬品禍，開発による自然環境

かし，これを客観視する努力を専門家は行なわなけれ　　　破壊など，いくつかの閥題があった。これらの例で

ぱならないしまたその責任がある。大気汚染物質の　　　は，急性症状を呈したものは少なかったが，同時に慢

人間への直接的影響だけでなく，アレルギー素凶の顕　　　性中毒や潜在性近筐状のものへの医学的アブローチも少

在化地域住民感情の先鋭化，精神社会条件の荒廃化　　　なかった。

にも目を向けるべきである。大気汚染の生態系への影　　　　われわれの経験した，信州心筋症，高血圧および

響は，人間の健康への影響を招来し惹いては全人格　　　心疾患の疫学調査，産業職場における化学物質によ

への影響として判断せねばならなくなってくる。　　　　　る健康障害，粉塵汚染，騒音の人体影響，除草剤空

　人間の行動も健康も，人間自身と環境との関数で表　　　中散布，自動車排ガス汚染などにっいての具体的な

わされる。環境を構成する要素は，空気・気候・地理　　　clinicoecological　approachは別の機会に譲ることと

といった物理的・化学的・生物的な生理的環境，コミ　　　する。　　　　　　　　　　（1972，4，12受稿）
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